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日
本
遺
産
に
認
定

　
「
飛ひ

驒だ
の

匠た
く
み

の
技
・
こ
こ
ろ
―
木
と
と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１
３
０
０
年
―
」

か
ら
慶
長
８
年（
１
６
０
３
）ま
で
16

年
の
年
月
を
か
け
て
飛
驒
匠
た
ち
が

建
て
た
高
山
城
は「
城
郭
の
構
え
、

お
よ
そ
日
本
国
中
に
五
つ
と
も
こ
れ

無
き
見
事
な
る
よ
き
城
地
」で
あ
っ

た
と
、近
世
中
期
の
地
誌
に
も
書
か

れ
た
名
城
で
し
た
。城
は
元
禄
８
年

（
１
６
９
５
）に
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
が
、そ
れ
以
前
に
高
山
城
か
ら
移

築
さ
れ
た
建
物
が
東
山
の
寺
院
群

等
の
建
物
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
巡
る
こ
と
で
今
は
無
き

名
城
高
山
城
を
偲
び
、商
家
町
と

し
て
発
達
す
る
以
前
、城
下
町
と
し

て
出
発
し
た
こ
ろ
の
高
山
を
感
じ

「飛
ひ

驒
だの

工
たくみ

制度」は古代に木工技術者を都へ送る
ことで税に充てる全国唯一の制度で、飛驒の豊か
な自然に育まれた「木を生かす」技術や感性と、
実直な気質は古代から現代まで受け継がれ、高山
の文化の基礎となっています。
市内には中世の社寺建築群や近世・近代の大工
一門の作品群、伝統工芸など、現在もさまざまな
ところで飛驒匠の技
とこころに触れるこ
とができます。
これは私たちが木
と共に生きてきた
1300年の高山の歴史
を体感する物語です。

■
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
要
素

国
府
地
域
の
中
世
社
寺
建
築
群

－

近
世
以
前
の
飛
驒
の
社
寺
建
築

の
流
れ
を
知
る
ス
ト
ー
リ
ー

－

古
代
寺
院
跡
の
多
い
国
府
地
域

に
は
、中
世
に
遡
る
建
造
物
も
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、飛
驒
の
社
寺

建
築
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。荒
城
神
社
本
殿
は
明
徳
元

年（
１
３
９
０
）再
建
で
あ
り
、阿
多

由
太
神
社
本
殿
は
室
町
時
代
初

期
の
建
立
、熊
野
神
社
本
殿
は
室

町
時
代
後
期
の
建
立
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。い
ず
れ
も
サ
ワ
ラ
や
ヒ
ノ

キ
、ス
ギ
を
多
く
用
い
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、現
在
で
は
入
手
困
難

な
ほ
ど
の
良
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
。国
宝
安
国
寺
経
蔵
は
応
永
15

年（
１
４
０
８
）建
立
で
、内
部
の
輪

蔵（
回
転
書
架
で
、一
回
転
す
る
と

納
入
さ
れ
た
経
典
を
す
べ
て
読
ん

だ
こ
と
に
な
る
）は
、日
本
現
存
最

古
の
も
の
で
す
。

高
山
城
と
ゆ
か
り
の
建
築
群

－

飛
驒
匠
達
が
高
山
城
と
高
山
の

ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
だ
こ
ろ
を
偲

ぶ
ス
ト
ー
リ
ー

－

近
世
初
期
、天
正
16
年（
１
５
８
８
）

ストーリー「飛驒匠の技・こころ
－木とともに、今に引き継ぐ1300年－」

４
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
遺
産
審
査
委
員
会
で
、
高
山
市
の
「
飛
驒
匠
の
技
・
こ
こ
ろ

－
木
と

と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１
３
０
０
年

－

」
が
平
成
28
年
度
の
「
日
本
遺
産
（Japan H

eritage

）」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
日
本
遺
産
（Japan H

eritage

）」
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ

て
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
魅
力
溢
れ
る
有
形
や
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
群
を
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
戦
略
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国宝安国寺経蔵

国指定重要有形民俗文化財
高山祭屋台の彫刻

国指定重要文化財荒城神社本殿

高山城跡


